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IV．佐倉市の自然環境保全に対する植生学的立場からの提案

　房総半島の脚部よりの，ほぼ中央部に位置する佐倉市は全市域に山らしい高地は見られず，な

だらかな丘陵部と印旛沼に流れこむ手繰川，小竹川，南部高川などの小河川沿いの沖積地から成

り立っている。

　我が国の全般的に山岳が多い，急峻な地形に対して，地形がゆるやかなこと，東京湾の後背地

に位：灯し，印旛沼に接している地理的な位置などの自然の生活環境にめぐまれている佐：倉市には

古くから人が定住していた。全市域にわたって集落が散在しており，沖積地は水田に，台地，ゆ

るやかな斜面，丘陵上は落花生栽培をはじめとする畑作地帯として利用されてきた。

　しかし，現地踏査を通して，長い時間をかけての住民の経験的な生活の知恵によって，たくみ

に自然の潜在能力や人閥の干渉の許容範囲内で，素朴ではあったかも知れないが，間違いの少な

い土地利用，自然との共存関係が維持されてきたことがわかる。

　すなわち，人為的な干渉に敏感で，一度破壊されると復元の困難な，しかも台風，集中豪雨な

どめ自然の異変に際して大災害をもたらす危険率の高い急斜面，尾根部，さらに河川，沼沿いな

どの水際は実にたくみに自然林や自然植生が残され，保全されてきた。現地調査や航空写真で，

はっきり確認されたように高崎川ぞいの沖積低地に接した佐倉城趾・印旛郡・手繰川の沖積地と

臼井台，小竹川沖積地と小竹，西作，上座などの小丘陵，台地部との接線ぞいの斜面などに象徴

されるように斜面にはスダジイ，シラカシ，アカガシ，ウラジロガシなどを優占した常緑広葉樹

林，あるいは竹林，クスギーコナラ群集，一部植林などを含めた樹林が帯状に残され，また発達

している。

　また市の中央部の高崎川，南部高川ぞいなどをはじめ，古くから存続している集落は沖積地を

台地，丘陵との接線沿いに帯状に斜面の下部にはりついている。しかも，裏山の斜面は，できる

だけ自然の緑を残し，積極的に潜在自然植生の構成種を使って屋敷林を形成している（Abb．50）。

　古くから人が住みつき，自然の地形に応じて農耕地を拓き，周辺部に採草地，薪炭林，植林を

作ってきた佐倉市では，したがって，厳密な意味での自然林や自然植生はきわめて少い。わずか

に上記の斜面や水辺に残されているにすぎない。

　しかし，かって我が国の町づくり，集落づくりは郷土の木による郷土の森づくりであった。こ

の事実は佐倉市の現地調査でさらに明瞭に裏付けされた。佐倉市内だけでも今日なお，かって郷

土の森でおおわれ，さらに文化・宗教・教育の中心的役割を果したはずの神社・寺院の数は，き

わめて多い。神社75，寺院86で，実に全市域面積102．38km2での配分は佐倉市内で社寺あわせ

て0。64km2に1つ，すなわち，平均して800m四方に1つの割合で存在している。なお，地図上

の神社の印は実に103におよんでいる。しかも，これらの神社，寺院は，そのまわりがかって郷

土種による，その土地固有の郷土の森が鎮守の森，寺院の森として，緑豊かな郷土の緑を形成し
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　　　　　Abb　50台地斜面に十分発達した自然植生を持つ民家（飯野）。
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てきた。これら寺社林は，古い屋敷のまわりの屋敷林，水辺植生，斜面林と共に宗教的な聖域意

識やタフー的な崇り意識，さらには自然林に対する畏敬の念によって支えられて残されてきた。

　かつて宗教や文化の拠点として残されてきた社寺林，屋敷林は同時に台風，地震，火事などの

災害に対しては防風林，防火林，逃げ場所，逃げ道などの多様な災害防止，保全機能を果す。同

時に最近の産業の急速な発達，都市化によって郷土の縁が消失して，いわゆる植物砂漠化が首都

圏全域にわたって東京湾周辺からヒトデ状に拡大しつつある現状では，市民の環境保全林，保全

緑地のなどの環境保全機能も果す。すなわち，持続的な地域住民の生存環境の保全のための防音，

吸塵，大気や水の浄化などの多様な機能も架す。同時に生きた騒騒装置でもある。この様な多様

な機能を果してきた郷土の森は，佐倉市内においても，最：近の急速な都市開発，大規模な住宅団

地の造成，交通施設や河川，湖辺の改修，さらに一部工場の誘致などによって次第に消滅の危機

に立たされている。とくに数多くの社寺林の中では，現在ほとんど，かってその立地の潜在自然

槌生に対応して生育していたスタ’シイ，常緑カシ類，タブノキなどは伐採されて，建物や社殿が

露出させられたり，スギ・ヒノキなとの劃葉樹だけが林巣経営林として植栽されているところも

少なくない。また新住宅団地，道路，学校その他の公共施設づくりに際しても，戦後の開発，造

成，建設手法は非生物的手法にこだわりすきていた欠陥が少なくない。したがって，機械的な開
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Abb，51神社社叢にはその立地固衡の自然櫛生が見られる（石州・菅原神社）
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発，造成，建設は計画通りに実施されても，しばしぼそこに生活している住民の生存環境の汚染，

荒廃などの危険性をもたらした○

　佐倉市は長い闇，自然と共存して，多少のきびしさに耐え得ながらも郷土の緑を残し，まもっ

て現在まで発展してきた。この古くて，しかも現代の総含科学である植生学や植物社会学も支持

するもっとも新しい手法が，これからの佐倉市の都市鍵盤の中に取り入れられなければならない。

　生きものを使っての緑豊かな市民の持続的な生存環境を保証し，失われているととろでは積極

的に創造するためには，生態学的，植物社会学的な現地調査を基礎とした科学的な診断図（現存

植生図）や処方箋（潜在自然植生図）を基礎に計画・実施されなけれぽならない。

　基本的には，生きものを使っての環境創造には時間がかかることを前提とする。したがって，r

一見，保守的で，実はもっとも進歩的な緑の環境保全，創造とは，まず現存している自然度の高

い森林，樹林，植生はできるだけ残し，保全することである。とくにヤブコウジースダジイ群集，

シラカシ群集などの常緑広葉樹林，斜面下部などのやや湿性地のムクノキーケヤキ林は墓本的に

はすべて自然環境保全地域として保護されることが望まれる。

　同様に印旛沼や各河川などの湿性ないしは水生植物群落のマコモ群落，ヨシ群落，ヒメガマ群

落，ガガブターヒシ群集なども，その水辺環境と共に保護されることが水質保全の立場からも重
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要である。

　一方，これからも進められる都市化，大規模住宅団地造成，新産業立地，交通施設づくりに対

応して，ある程度の現存植生の破壊，変形は生じるだろう。したがって，新しい時代に対応した

自然の利用，都市や産業，交通施設づくりは，たとえ，その計画が無理の少ない，自然の許容範

囲の枠内であっても，潜在自然に応じた積極的な市民の健全な精神的，肉体的な生存，生活環境

を保証するための緑の環境創造を前提とし，あるいは先行させなければならない。

　以下に佐倉市の自然環境保全に対する植生学の立場からの提案が，1　佐倉市における一般的

な植生配分，2　佐倉市の植生の保護保全，3　植生の復元と形成，4　各植生域に記する適性

樹種について，の各項目を中心に具体的に考察されている。

　1．　佐倉市における一般的な植生配分

　佐倉市の地勢は，成田層群の上に関東ロームを重ねた台地とこれをきざむ谷戸およびその間の

凸状または凹状の斜面からなりたっている。台地の最高地点は約33mの海抜高を有し，甫域内で

は谷状地はほぼ15mで比高が18m内外である。一方もっとも低い印旛：沼周辺地区は印旛沼付近の

海抜2～3mである。この台地は26m内外あり比高は23～24mとなっている。

　谷戸は鹿島川による樹枝状の谷地に見られいりくんでいる。

　佐倉市の行政の中心地は国鉄と私鉄の駅に挾まれた台地部にあるが，植生の自然度は一般にこ

こより離れるに従って高くなる。しかし，三都に向かう西方部は開発が盛んで，植生の衰退がい

ちじるしい。

　佐倉市の植生でもっとも霞三度の高い常緑広葉樹林（ヤブコウジースダジイ群集）は市の中心

部にある佐倉城趾をはじめ，この周辺にある神社，寺院および古い農家の屋敷林などに残存して

いる。これらはむしろ現在人口密度の高い地域に接して分布している。佐倉市はかって城下町で

あり，また写字に近い位置にあるため，由緒ある神社や専院が多い。また住民の定住した時代も

ひかくてき古いと考えられる。したがって古い民家が斜面の緑と調相しながら現在に至っている。

自然廉の高い植生が人間居住地に近く存続していることは，京都甫，東京都，奈良市，鎌倉市な

ど歴史ある都市で見られる一般的な事実である。

　これらの残存自然林は立地が尾根部や回状斜面の場合はヤブコウジースダジイ群集，凹状斜面

はシラカシ群集である。また屋敷林は水はけのよい適潤地に生育し，常緑広葉樹と夏緑広葉樹の

混交林であるムクノキーケヤキ群落の場合が多い。

　佐倉市における一般的な植生配分模式がAbb．54のBに示されている。佐倉市の中でひかくて

き霞然の残っている地域の植生はAbb．54Aに示されている。

　関東ロームの堆積した台地上は耕作地となり，ラッカセイ，ヤマノイモ，ショウガなどの代表

的な作物の他各種の野菜が栽培されている。管理はひかくてきゆきとどいており，畑地雑草は少

ない。この雑草群落はカラスビシャクーニシキソウ群集である。耕作地の周囲にはしばしばクリ，
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Abb．54（P．95）の説明　Erlauterungen　zu　Abb．54．（P．95）

！．　　Cア：yメ》～ラ07πθ’ゴζτ　ブ4≠）oπゼ6α　】Forst　　　　2．　　1）ゴηz若5　ごゴ81z5ゲZoπz－Forst　　　3．　　Pinellia

ternata－Euphorbia　pseudocha鳳aesyce－Ass．　4．　Cα5’αηoαo昭η碗α一

Garten　5。　Arundinario－Miscantl〕etumsinensis　6．　Querce．
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r三〇一Monochorietu恥　12。ノ1Z／zz‘5ノ妙02z～‘α一Gesellsch．　13．　Miscanthe・

tumsacchariflori　　14．　Z詑απ如Zαオヴb石α・Gesellsch，　15。　50♂鰯α90α諺∫∬一
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ウメなどの果樹園があり，耕作地雑草群落や路傍生の植物でおおわれている。

　台地斜面では一般に林業経営が行われている。植林樹種はこの地方ではアカマツ，クロマツ，

スギなどが主要な種である。このうち，アカマツ林は市域全体に広く見られ，斜面のみならず，

集落から遠い場所では台地上にも植林が行われている。クロマツ林は印旛沼に近い地方に多い。

しかし多くの場合アカマソと混植され，両者の区別ははっきりしない。スギは急斜面に多く植林

され，時にアカマツ林の下に二段林として経営されている。

　クヌギ，コナラ，イヌシデなどの夏緑樹で構成される薪炭林の面積は佐倉市では少ない。凸状

斜面の下端の表三三の薄い立地に細く帯状に生育している。モウソウチク林は屋敷林内に限られ

ている。

　谷戸状の低地はおおむね水園となり，そこには水田雑草群落が生育する。一般に夏季湛水時に

はウリカワーコナギ群集，冬季の減水織こはノミノ7スマーケキツネノボタン群集が繁茂する。

夏季の水田雑草は除草剤使用の普及によって生育がおさえられ，種組成が二化の傾向にある。水

田に接した地下水位の高い地域には託れにノ・ンノキ林が残存している。

　低地の水路ぞいにはマコモ群落，ヒメガマ群落が見られ，岸側にオギ群集が生育している。

　Abb．54　Bは佐倉市において宅地化，工業立地化の進んでいる地域がAの自然度の高い場所と

対比して示されている。市の中心部である奪町をはじめ，私鉄沿線の臼井，志津などでは，宅地

の開発が進みつつある。また市の中心部から南には工業団地が造成されている。

　台地上に長い間存続してきた耕作地の植生は，耕起，施肥などの人為的な作用の停止とともに

各種の植物が侵入し繁茂しはじめる。畑地のカラスビシャクーニシキソウ群集は，放棄2～3年

後にはヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落に変わり，5～6年でチガヤ，ススキ，アズマ

ネザサなどの草原に移行する。またや凹状の肥沃地はセイタカアワダチソウ群落となる。農地か

ら宅地へ転換する際の畑地か空閑地はこれらの遷移途上の植物群落が多く，立地撹乱の指標とも

なっている。

　ひかくてき近年に關発された臼井や志津に見られるいわゆる大規模団地は，従来の地形をテラ

ス状に平坦化するため，それまで存続していた植生は完全に消央される。はなはだしい場合には，
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　　　　　Abb。55台地における畑作の一般的な景観。

手前よリヤマノイモ，ラッカセイ，ショウガ。後方はアカマツの植林

で白く見える草むらはススキ草原（神門）。

　Ackerlandschaft　auf　der　Hochebene．　Im　Vordergrundエ万05007でαブ砂。πf‘α，

．47rα01z∠31覆ソρogθπund　Z鋭g必8’・聯。∫παZ8（G6do）．

　　Abb．56　ひかくてき開発の進んだ地域における一般的な景観

台地部は密集した宅地となり，水簸は放棄されて，セイタカアワダチソウ，

ガマなどが侵入してきている（鶏井）。

　　　　　Neue　Siedlungsfl鼓che　und　aufgegebene　Reisfelder（vorne）

　　　mi6・Z漁9・α伍∬ぽηzα，7》加Zα診⑳Z∫α，　Pπ87πプ∫αZ・うα’α（Usui）．
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関東戸一ム層の下部に堆積した母岩（成田層群）まで掘削が進み，生産力の乏しい，土壌の除去

された営養立地に退行させられている。

　印旛沼に近い低地部では水爆の埋立による宅地化が進められている。水田耕作の放棄地はやや

乾いた立地ではセイタカアワダチソウのいちじるしい繁茂が見られる。湿性立地では，一時的に

ミゾソバーアシボソ群落などの水田耕作放棄地雑草群落となる。湿生立地は人工的な排水施設が

敷かれ，高い地下水位に生育する水辺植生は消滅され易い。

2．　佐倉市の植生の保護・保全

　D　自然植生あるいは自然に近い植生の保護・保全

　佐倉市では自然植生はきわめて狭い面積で残されているにすぎない。もっとも多く残されてい

るのは印旛沼および佐倉市の地形を形成している台地肩部や斜面に点としてみられる。印旛沼で

はヨシ群落，マコモ群落及びヒメガマ群落などの悪水植物が線状に生育している。また近年コン

クリートの堤防造成，漁業などによる舟の運航などに影響されて狭くなりながらも点状に生育し

ている浮葉植物群落のガガブターヒシ群集などは佐倉市の自然を特徴づける代表的な植生といえ

る。台地斜面や台地肩部には屋敷林や，神社・寺院の社叢林，寺院林の形でシラカシ群集やヤブ

コウジースダジイ群集の林分をみることができる。かって，常緑広葉樹林域に定住していた我々

の祖先は，一方では森林を開発しながらも，都市や集落の中やまわりでも，他：方では昼でも暗い

自然の林に対してタブー意識をもち，そこに神社をつくり最近まで破壊することなく残してきた。

あるいは積極的に社叢，寺院林，屋敷林を形成してきた。また経験的に裏山を伐採することによ

り，破くずれ，土壌崩壊などの災害を恐れた祖先は，生活の知恵として，住宅や部落の裏山を残

し，少しはなれた地域を夏山として，薪炭林などとして定期的に伐採・利用することを習慣とし

ていた。台地ぞいの斜面や裏山は天災を防ぐ一つの礎石とされてきたため，ひかくてき自然植生

が残されてきたと考えられる。したがって今まで残されてきた社叢林や騰敷林，あるいは台地斜

爵の自然に近い常緑広葉樹林は，今後も引きつづき破壊しないで残されることが望ましい。それ

と同時にさらに個々の小面積の点の保護から面の保護に広げてゆきたい。常緑広葉樹林のシラカ

シ林やスダジイ林あるいはケヤキ林の点の保護にこだわらず，周辺の，隣接する二次林や植林を

狭い面積でも同時に残しておき，周辺林にマント群落としての役目を果たさせるとともに他の様

々な人為的影響などに対する緩衝地帯の役目をはたさせることが好ましい。斜面の場合は斜面上

部の台地のへりなどにマント群落の機能をはたす熔融を帯状に復元する。これは高木林であって

も低木林であってもかまわないが，台地上を開発する際には単に沖積低地，谷部に続く斜面を残

すだけでなく，必ずこの斜面を縁どる上縁，下縁の植生を残したり，復元することが必要とされ

る。たとえば，現在アズマネザサーススキ群集のササ・ススキ草原や，ヌルデ群落などの低木林

が生育しているが，このようなところでは，植生帯の幅は1～2mでも，これらの植分を残す必
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濃麟

　め　ド

灘

騰疑団 継 繊猛

灘

Abb．57　佐倉城趾斜面に残されているヤブコウジースダジイ群集。

　　　　周辺の堀あとにはヨシ群落や，ミクリーガマ群落がみられる。

　Ardis玉◎一Castanopsietum　sieboldii　auf　dem　HanganderSchloB－
Ru玉ne　Sakura、　Im　Vordergrund　Pんアπgフフ3∫彦65‘01π〃呂z〃z∫∫und　鼻）α7gαπ∫～〃刀　5‘o♂o／zが

8’・κ〃匹一期＞11αZ磁〃b々α一Gesellschaft　a且einem　alten　Graben・

要がある。さらに無植生地ではTab．36～40に示されている各立地への適性植物を積極的に植栽

することにより，植生を復元することが望まれる。

　現在，古い集落では屋敷の地境界にケヤキの大木が屠立つ。いずれも下草刈りや，立ち入り，
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灘撫縫雛議懸難一難羅難嚢網横難漏壷蒙慧灘鍵鍵懸・
繍鰹

，紫雨垂－

懸雛鑑

Abl）．58　旧家などに屋敷林として残されているヤブコウジスダジイ群集。

　市の自然保護行政，あるいはふるさとの緑の代表的例として残したい。

　　　　Als　Hofwald　am　Ha漁g　hinter　einer　alten　Siedlung　erhaltenes

　　　Ardisio，Castanopsietum　sieboldii．

ごみ捨てなどの人為的影響，あるいは周辺からの光の侵入などにより林床に雑草の侵入がきわめ

て多い。また裸地化しているところも見られる。したがってマント群落を復元し，直射光や風の

三内への侵入を防ぐことと，人が中に不規則に入ることを防ぐ必要がある。家の周縁には，たと

え幅3～5mでも高木層から草本層まで整った森林ができる可能性はどこにもある。佐倉市の場

合空間的，平面的な土地的広さに許容性が大きい。屋敷林の充実が望まれる。

　印旛沼の自然は，漁携などにより水生植物の生育が制隈されているが，一応船の通行を定路に

するなど規綱を設け，現在残存している水生植物を残し，印旛沼を中心とする湖沼の自然に近い

生態系（ecosystem），多数な生物社会を，人間の生活と自然が共存している例として，都心に近

い位置に残された自然の代表として将来持続させることが期待される。

　印旛沼周辺のヨシ群落などの湿生三三草原では，主要な植生域とその立地は，できるだけ人為

的干渉を避けて保全する。同時に比較的人間の立ち入りに抵抗力のある地区，三分を選んで，木

道をわたしたりあるいは一定のハイキングコース，ツリコース，遊歩道コースを計画し，市民だ

けではなく近隣都市の自然を失った人々の憩の場としての自然を利用することが可能である。
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Tab．35佐倉市内に残されている自然植生及び自然に近い植生一一覧表

Ubersichtstabelle　der漁och　erhaltenen　nat廿rlichen　Qder　naturnahen　Vegetation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　der　Stadt　Sakura

Nr 地　　　名
Ortsname

場　　　　所
　L◎kalitat

群　　　落　　　名
Pfla脳engesellschaften

備　　　考
Bemerkung

1 海隣寺町
Kairinji－cho

佐　倉　城　堤

　　Schlo｛3，Ruine

l　　Sakura

ヤブコゥジースダジイ群集　アカガシ亜群集

Ardlsio．CastaHopsietum　sieboldii，　Subass．

von　Quercus　acuta

数ケ所あり

an　einzelnen

Ste11en　vorhaa（至en’

2 海隣響町
K：airinji－chQ

佐倉城玩内堀
Innerer　Burg－
graben　（ler

SchloB．Ruine
Sakura

ミクリーガマ群落

Sparganium　stoloniferum・Typha

　　　　　　　　　　　　　　　　latifolia－Gesellschaft

　　　飯

3
　　iIi・・

野　屋　　敷

　　　Hofwald

　　　ヤブコウジースダジイ群集　アカガシ亜群集林
　　　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii，　Subass。

　　　von　Quercus　acuta

数ケ所点在

an　einzelnen

Stellea　vorhan（玉eni

、1円

陣・
野麟。翻認繍羅1鶯，灘総。，＆
　　…

　　　飯

5
　　　1ino

野i揚水場上…
轍「「ese「vO量「臨

　　ト

ヤブコウジースダジイ群集　典型亜群集

Ardisio・Castanopsietum，　Typische　Subass．

6
三

王wana

岩

工wana

　　　

名i鵬ゴルフ鑛
　　l　R｛ickseite　des

　　iSakura．
　　iG・晦1・tze・

　　i

iイボタノキ・一ハンノキ群落

iLig・・…m・b…if・li・m－

iAlnus　laponica－Gesellschaft

7

　　　　　　　　　　　　　　　ト

名’自動車学校裏斜面iヤブコウジースダジィ群集　典型亜群集

鷺艦。倒A・・・・・・・・・…一P・・…m，・yp・sch・S・・ass・

　　　宮　小
8
　　　Miyakoj三

　　ミ

路i佐倉高校裏
　　iR茸ckseite　des
　　iGylnnasiums
　　iSakura
　　…

妙工寺社叢
Myoryuji・

Tempelwald

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　i．
iヤブコウジースダジイ群集　典型亜群集　　i

iA・di・’・一Castano・siet・m・Typ’sche　S・bass－

i．．r．．　．．．　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．＿．　r　＿＿＿＿．＿＿1＿＿．．．一．．．．．．．．．．＿．．一＿一一．一．一．．．．．－

　　i裏　薪　田T
giU，a、h、。一、h。

ヤブコウジースダジイ群集　典型亜群集

Ardisio．Castanopsietum，　Typische　Subass，

・・

ﾗ、、k。wa 川隈ボ罪悪鑑島謙
i石

111
　　11shikaw註

　　1

用　麗　　敷

　　　Hofwald
三厩藩膿

アカガシ亜群集
bo1（lii，　Subass．　i

i石　、川屋敷
12 演､，hik。wa　薮。fw。1d

　　　シラカシ群集　ケヤキ亜群集
林
　　　Quercetum　myfsinaefoliae，　Subass．　von

　　　Zelkova　serrata
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1一「『一一　一蟹「帽｛　 ゴゴ「「ゴゴ「ゴー「ゴ @「一…「　　　「一一　一　ゴ　「　ゴゴ「「「

iN・陪，、、。。藷

囁　　　　　　　1

…場。。k。1、、晶 群　　　落　　　名
PflanzengeSellSChaften

i備　　考
F　Bemerkung

ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i廠　　田痙敷林シラカシ糠ケや樋藤
i13［　　　　　　　　　　　　　　　　、Quercetum　myrsinaefoliae，　Subass．　von

iiIid・　　H・fw・ld　IZ。1k。v。、errat。
i　　　　．

　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　　i飯　　　　田1麻賀田神社iヤブコウジースダジイ群集　アカガシ亜群集i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒れている

iI41　　　　　　　　　　　　　　　　　Ardisio．Castanopsietum　sieboldli，　Subass．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・Bodenschicht　ist

　　　lIida　　　　；Makata－Tempel　l　voa　Quercus　acuta　　　　　　　　　　　’ver6det

　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　i岩　富i岩富揃ピヤブ・ウジース・ジイ配賦典鞭瀬　ス移し
115

沿齊O1 m奮uine　A脇…　・P・・…m，・・…c・・S・・一、£器窪；fl。。、、1

　　　　　　　　　　　　1買ゴ’　”　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　’「「…「…’…’『…’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『’　r『’．一．一一ゴー冒…i

　　　小
i16、
　　　iOdake
　　　1

i　　　：

i　l角
i17，
i　　　　Kakurai

i

i　　　　士
ミ　　　　　　は

i18
　　　・Yoshimi

i　．一一ゴ．＿＿　　＿一．　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　ヤブコウジースダジイ群集　アカガシ亜群集
竹　　水　　　神　　　ネニヒ

　　　　　　　　　　　　　Ardisio－Castanopsietum　siebold1i，　Subass．

　　Mizu・Tempel　von　Quercus　acuta　　　　　　　　　　　、

　　　…

　　　i

　　　i
－一一皿一　

　　　　
　　　i

　　　i
　　　i
　　　：

　　　…

　　　…

来…八　幡　宮…ヤブコウジースダジイ琴牒アカガシ聯集
　　、Rachiman－　　　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii，　Subass．

　　、　　　　Tempd、von　Quercus　acuta

見：野田神社iヤブ・ウジー・ダジ・牒・・ガ四二
　　，　　　　　　　　’Ardisio，Castanopsietum　s量eboldii，　Subass．

　　，Noda－Tempel　　von　Quercus　acuta

臨屋　散　林iヤブコウジースダジイ群集アカが唖群集
　　i　　　　　　　　囁Ardislo．Castanopsietum　sleboldi1，　Subass．
　　iHofwald　　　　i　von　Quercus　acuta

都正編　寺シラカシ群集ケヤキ彌集
　　：　　　　　　　　iQuefcetum　myrsinaefoliae，　Subass．　von
　　iS・if・k・・T・mp・1：Z。1k。va、errat。

還郷面、旦獣慰ヤブコウジースダジイ群集・アカが唖群集
　　F　　　　　　　　　Ardisio．Castanopsietum　sieboldii，　Subass．
　　iHang－Rucken　　von　Quercus　acuta

　　　　　　　　　　　　・ヨシ群落，ヒメガマ群落，マコモ群落，ガガ

　　　　　　　　　　　　：ブターヒシ群集
沼；湿地・沼・Ph，agmi、。，　c。mmuni、．G，，ell、ch。f、，　Typh。

　　iAm　und　i狙　　…angustata－Gesellschaft，　Zizan量a　latifolia一

　　’Wasser　　　・Gesellschaft，　Nympholdes　indica－Trapa

　　・　　　　　　　　　　　　　：japonlca

スギ含む

inkL　Cryptomer玉a

Japonlca

i　　．

i　瞬
iI9｝

i　｝Noda
i　l
　　　I
；　　l
i　　三星鴇
ヒ　　　　　ぎヨ

i20

i　IAosuge
i　l
；　　1

：21

i22
1

；青
i

iAosuge

印　旛

！王nba－See

　2）　二次林あるいは植林の保全・利用

　佐倉市に広くみられる台地斜面の緑は，その大部分がクヌギーコナラ群集，イヌシラLコナラ

群落にまとめられる二冊子や，アカマツ・クロマツ，スギ・ヒノキなどの植林地である。局地的

にモウソウチク，ニセアカシア，苗圃などがみられる。スギ植林は一般に谷部や斜面に，アカマ

ツ・クロマツ植林は台地上や斜面上部に行なわれている。一部佐倉市北部の岩富や飯塚では植栽
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形態が一般例と異なり，台地上にスギ・ヒノキ樋林，斜面にクロマツ・アカマツ植林が行われて

いる地域がみられる。これは立地的に斜面は関東冒一ムの堆積が浅く，成田砂屡が露出している

立地であることによる。台地上は関東ローームの堆積により斜面よりも保水状態が良好なためと考

えられる。しかし畑地耕作などにより土の表面が露出された際には反対に台地士のローム層はき

わめて乾燥しやすく，冬季などは冬のカラッ風により赤土が舞い上がる現象か起きている。

　クヌギーコナラ群集やイヌシデーコナラ群落の二次林の植分は，髄林の周縁や，急傾斜の台地

斜面に帯状に残されている。かっては土地利用（植林）に不便な立地を利用して薪炭林として利

用されてきたと考えられる。

　クヌギーコナラ群集などの二次林やクロマツ・アカマツの植林地は，下草刈りや定期的伐採な

どの人為的影響とつりあって生育してきた。したがって陽光の侵入や適度の人間の立ち入りに対

してある程度の耐性をもっている。自然休養林やレクリエーション地域，あるいは子供や青少年

の自然観察の揚として利用可能である。とくに夏季の全：植物が一斉に生育し，密閉した樹冠は絶

好の樹蔭を提供する。また，秋季の紅葉や実のり（ドングリ，アケビの実，ガマズミの実など）

の利用てきる林分，冬季は葉を落とした樹肌がそれぞれ独特なたたずまいをみせ，林内に日射し

が十分透光し，落葉の堆積した風情を昧わうことができる。春季には一斉に若葉を芽ぶかせ淡い

Abb．59佐倉市の台地は成田砂縢を基盤として成立している地域が広い。成田砂層上

に堆積している関爽ロームの厚さはさらに自然植生を規定する要因ともなっている。

　　　Der　Untergmnd　der　Stadt　Sakura　besteht　aus　Nanta　Sandschlchtea，　dle魚1t　vu1．

　kanlscher　Asche（K：anto．Lehm），　bedeckt　sind　DΣese　Bedlngnugen　splelen　eme　wlchtlge

　Rolle　fur　dle　Best二mmung　der　natヒrllchen　Vegetatlon
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Abb。60　ラッカセイ収穫後の台地上の畑地，裏作が行われていないため表土

　　　　層の侵蝕がはげしい（飯野）。

　　Winter－Aspekt　der　Ackerlandschaft　auf　der　Hochflache．　Nach　der　Ernte　der

んπ6ゐ∫地）ψ09飢hat憩an　ke三n　Wintergetre三d　angebaut』ahef　wird　durch　der　Wind

der　reiche　Oberboden　erodiert（lino），

黄緑で林内を埋める。このような四季の変化とその自然の季観の観察，利用は多忙と繁雑におわ

れた現代入に忘れていたふるさとを思い起させ，失なわれた情緒，人間性をとりもどさせる。

　スギ植林あるいは竹林では，クヌギーコナラニ次林やアカマツ・クロマツ植林以上に陽光が侵

入するとつる植物や好陽性雑草が繁茂しやすい。したがって遊歩道設置などの際には陽光の急な

侵入を防ぐなど注意が必要とされる。

　3）　草原・耕作地

　佐倉市域の43％を占める面積は水田及び畑耕作地に利用されている。近年，都市への人口集中

は佐倉市に大型団地を形成することによりその問題を解消してきた。そのもっとも利用されやす

い候補地としては自然度が比較的低く，しかも地形が造成されやすいという特微から草原，耕作

地が大規模に開発されてきた。しかし，耕作地を中心とする田園景観は日常生活の必須食糧難で

あるばかりでなく，日本入の健全な肉体とたえず文化を発展させてきた潜在エネルギーの蓄積場

でもあった。また都帯生活者の身近かに残された緑のふるさとでもある。佐倉衛内のこのような

地域としては台地斜面の二次林や植林，また台地上の畑地を含め佐倉市の景観保全地域の設定が

望まれる。とくに現在開発が行なわれていない佐倉市南部などで，狭い面積でも市民のための景
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観保全地域が設定され，末長く市民のために田園：景観が残されることが期待される。景観保全地

域とされた場合も，対象，恩的に応じて，それぞれの植生は，従来通りの人為的管理が必要とさ

れる場合もある（Abb．61，62）。

　台地上の耕作畑地では冬の季節風がきわめて強く茶色の土ぼこりが甚しい。したがって風よけ

や境界を示すためチガヤやアズマネザサの植栽が多く行なわれる。チャ／キ，サザンカ，ヒサカ

キなどの常緑低木によるマント群落としての防風壇の利用なども考えられる。

　　　　　　環

　　　　　　　　　　　　　　　　　　次　煙　　　　　　　　　　　　　　　　　S妃kundar一、Va且der
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Abb．61潜在自然植生と，その代償植生および人為的管理の関係模式（中～乾性立地）

　　　　Schematische　Darstellung　der　potentiellen　natUrlichen　Vegetation　und圭hrer

　　Ersatzgesellschaften　ln　Beziehung　zu　den狙enschlichen　Wirkungen（mittlere　bis

　　frische　Starldorte）．

潜で1三自然重甑ヒ

P。匙entien一白rliche　Vegetation

ハンノキ群落
Al疑闘s紳onic＆一Geselischaft

雌蜷諺凝

　水絹耕作放棄F「
　Kurz　naC卜　13置噛資C卜e

鍮瓠，
　　　　～e’εろ如ろ

水m放棄　Abgegebe挿e　Reisfalder
イヌスギナーヨシ群落
E｛1藍isetum　paiustre－Phragmites　c。㎜mu農is－G乏｝sellsc卜漁

水購放棄Auf鍔da5sene　Reis‘elder

　　　（1Ja翫r　nac観Brache｝
ミ㍉ノソバーーデシボ「

Polygonum　thunbergii－Microstegium
vimineum一一Geselisci獄良

ノk　　けl　　Reisfel〔ler

ウリが．ノー一二1一｝・キ翫1集

S融gittari。一きlo湾〔，c｝】‘）遷・iεtum

Abb．62潜在自然植生とその代償髄生および人為的管理との関係模式（湿性立地の場合）

　　　　Schematische　Darstellung　der　potentiellen　nat琶rlichen　Vegetation　un（玉ihrer

　　Ersatzgesellschaften　in　Beziehung　zu　den　Ine職schlichen　Wirkungen（feuchte

　　Standorte）．



106

　4）集　　　落

　佐倉市では昔からつづく，古い街道筋の集落にはケヤキ，シラカシ，スダジイを中心とした屋

敷林が残されている。また台地の下，沖積低地の水田との境界に住みついた農家では生垣に常緑

広葉樹を利用し，斜面の残存自然林を背景に郷土の緑に囲まれた集落を形成している。

　近年急激に都市に集中する人口を収容するためつくられた団地や，国道ぞいの新しい集落には

樹木を住宅の周辺に襯栽するスペースがかぎられているため，まさに団地砂漠化し，わずかに目

で楽しむ園芸植物の植栽程度になっている。したがって今後の問題点として，新興住宅地や団地

では次項にかかげられたような限られたスペースにおいて最大限に緑を復元し，自然と調和した

住宅づくりや自然の中の住居づくりが望まれる。

3．　植生の復元と形成

　我々人問が都市を整備し，産業，交通施設を発展させようとして，丘陵や台地をけづり，谷部，

沼を埋め立て，いわゆる開発事業を行う過程において，どれほど慎重に行ってもある程度の地形

の変化，植生や生物を変形，破壊することが必然的に生ずる。

　最近までの自然開発，都市化，新産業立地や交通施設づくりは，二二物的材料による人工施設

づくりだけが目標とされてきた。したがって，局地的，一時的には経済性に富んだ，機能的で効

率のよい成果が上っても，持続的な市民の生存環境の破たんをもたらす危険性が高まっていた。

　佐倉市が8万人余の市民の将来にわたっての，より豊かな市民の生活環境を間違い少なく保証

し，維持するためには，これからの自然利用は基本的には欝然と人間の共存関係を前提として行

われなけれぽならない。すなわち，都市化，交通，産業施設づくりの過程において，破壊，消滅

された植生の積極的な復元・創造がすべての地域，都市その他の開発計画や，その実施の前提，

または主目標の一つとならなければならない。

　緑の環境創造が単なる曼緑化”ではなく，そこの佐民たちが数千年来共存してきた，郷土種に

よる，郷土の森づくりを目ざす以上生きた処方箋を必要とする。生物は動物も植物も，どれほど

管理しても，その種が内蔵している発展のプログラムにそっての生育・発展を期待することしか

できない。したがって，生きている構築材料一植生一を利用しての環境創造には，まずそれぞれ

の立地の潜在能力に応じた潜在自然植生の主な構成種を選びだすことが必要になってくる。

　佐倉市の全市域の潜在自然植生（縮尺！：10000）が作製さオ化ている。この潜在霞然植生図は，

植物社会学的な植生調査結果から把握された市域の各自然植生単位の潜在的な配分図である。潜

在慮然植生図は，市内各地における緑の環境創造の具体的な処方箋として利用される。

　樹種，草種の選択と同時に植生の復元と形成に際して重要なことは植える際の配置である。個

々の植物は移動能力をもっていない。したがって，将来どのような密度の緑のフィルターを形成

しようとするかの目的と空間の広さ，今後の人為的管理の有無などによって決める。一般的には
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Abb．63　交通の要所に位遣する佐倉市西部地区には大規模な

　　　　　宅地造成が行われている。

　　　　GroBrdum互ge　neue　Sユedlungsflache　m　W　Sakura

　　賜耀
購驚蕗．

謹 嚢 灘

＼卜

欝藩蕩薦饗蓬繍藩鰹

　　　　㌻驚
酒煎》伽醜触鷺

灘解一華奮

Abb．64　台地は各地において掘削されている。

Dle　H：ochebene　lst　uberaIl　ausgegraben（Wada）



108

ジ纏i惹

議
懲
蜘

鍵馨

難

　三

二
　　　Abb　65冬季はほとんど雑草が生育せず，風力による侵蝕の

　　　　　　　はげしいラッカセイ畑。

　Im　Wmter　wachsen　kaum　Unkrauter　nach　der　Emte　von　Aアαぬ51囎098α．

Durch　Wlnd　wlrd　der　Mutterboden　le三ch亡erodlertσino）．

小さくても時間と共に確実に生育し，将来四季を通じて緑豊かな郷土の森，環撹保全林を形成す

るような樹種を密植する。

　とくに，道路，学校などの公共施設や企業の工場などの立地のまわりには，将来“生きている

フィルター11viHg　fllter”が形成されるようにできるだけ巾の広い境界環境保全林の発達形成を

屠標とする。面積のせまい立地では将来時間と共にピラミッド状の森が，幅の広いところでは台

形状の多層群落の境界環境保全林の形成を期する（MiyawakU975）。

　さらに公共施設，住宅用地，都市の中では生活の縁として，南側には冬の陽光，夏の樹陰がて

きるようにケヤキ，ムクノキ，イ揖ハモミジ，コナラ，クヌギなどの夏緑広葉樹を，北，西斜面

では冬の北風や夏の酉日を防ぐために冬も緑の常緑広葉樹のシラカシ，アカガシ，スダジイ，ア

ラカシ，モチノキ，ヤブツバキ，ネズミモチなどの常緑広葉樹が密植されていることが必要てあ

る。

　さらに林縁部には森林の保護組織が形成されるようにマント群落やソデ群落の復元をはかる。

道路ぞいなどのマント群落，ソデ群落の構成種は裾模様的に，それぞれの潜在自然植生が許容す

る代償植生の構成種の中から選ばれてもよい。

　もっとも重要なことは，それぞれの立地の潜在自然植生に応じて植生の復元や形成を図る場合

には，まずそれぞれの群落を構成している，現在または将来主木となり得る樹種はたとえ種子で
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Abb、66安定した植生におおわれている民家。後方の斜面には常緑広葉樹林が生

　　　議し，前面の低地に夏緑広葉樹のケヤキが見られる。生垣にはイヌマキが

　　　用いられている（寺崎）。

　　Alte　erhaltene蚤｛auser　mit　reichem　Hofwald．　Auf　dem　Berg．bahinter　blieb

玉繭mergr漁er　Laubwald繍t　M々clz読若∫〃Lz〃め8’窟ガ，1「α5α2加。漉’♂ガ∫erhalten．　An　der

SσSeite（vome）wachen　sommergr員ne　Laubbaume（Z6♂ん。”α∫8〃・αオα）und　Hecken

mit　P・4・‘α7：餌5ノπα‘2り汐1給伽5（Terasak玉）．

も，高さ1m以下のポット苗を主とした幼苗でも密植して，時閥と共に郷土の森の復元，形成を

期待する。群落を構成している主木が密植して植えられており，樹高はまだ1m以下であっても，

植えられた時から森林気候が形成されておれぽ，他の随伴種は，鳥などによって運ばれ，時間と

共に立地の潜在自然植生に応じた多層群落に発展し，将来は管理費不用で，時間と共にますます

多様な機能を果す，本物の植生の復元，緑の環境創造が可能となる。植生の破壊，消滅させられ

た都市や工場，新産業立地などのような植物砂漠に植生の復元，形成を行う場合には，生態学的，

植物社会学的な手法を積極的に導入する。最近までのいわゆる都市緑化の手法に多少問題があっ

たとすれば，従来経済林しか対象としなかった針葉樹単植手法や箱庭，盆栽的であったかもしれ

ないが世界的に名の知れている日本古来からの伝統的な造園学的手法の中の造形美的面のみが強

調されすぎた片寄りが現在の自然破壊，環境問題への広域的な対応に暗いかげを落していると言
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えるかもしれない。

　したがって，生態学的，樋生学的な知兇と基本原則の枠内で従来の我が国固有の林業的，造園

学的手法やすぐれた植栽技術を駆使した，古くて新しい本格的な緑の環境創造が行なおれなけれ

ばならない。

蹴ノ舳奮

∴ざψτ∴∴二㍗絶国魂蛙炉瓢

　Abb．67　よく管理された高垣。シラカシ，モチノキ，ネズミモチ

　　　　　　などが利用されている（太田）。

　　Gut　gepflegte　Hoch－Hecken　mlt　Qπ8ノ℃z4∫η3ツγ5η～αげbZ1α，　IZ8¢72吻9’・α，

ゐz8「π3診π427り妙。πzoz47刀（Ohta）．
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Abb。68潜在自然植生に合った樹種て櫓成される高垣でかこまれた民家（篠塚）。

　　Bauerhaus　mlt　Hoch．Hecken　umgeben，　dle　aus　den　der　potentlellen　naturllche

Vegetatlo篇entsprechenden　Arten　bestehen（Shlnozuka）

熱
闘

鷺葱

肇
強

繊

。讐避》〆！難燃鍵鋭も

。爆

Abb．69　高垣は高さ6～7mに達し，密集した常緑葉や枝におおわれ，環境保全機能が高い。

　　　　6～7mHohe　Hochhecken　aus　dlcht　wachsenden　lmmergrhnen　Laubbaumen，　dle

　　　gegen　Larm，　Staub　und　andere　Belastlgungen　schutzen．
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4．　各潜在自然植生域に対する植栽適性樹種について

　緑の環境創造に対しての主役を演ずる樹種，あるいは草種の選択は，その計画が本当に成功す

るか否かのキーポイントとなる。従来は人間本位で，緑の装飾品的な考え方で種類が選ばれた。

また，いわゆる緑化は美化運動の一つとして行われてきた憾みがある。もとより緑化が美化に対

して寄与することも認められ，重要ではある。しかし美化は多様な郷土の緑が，人間の精神的，

肉体的な健康維持，自然環境保護の機能の1面でしかない。

　本質的な課題は，産業，交通施設用などの人工立地化，都市化によって，都市砂漠，産業砂漠

化した非生物的な人工施設，油壷的環境の中に，そこの住民が数千年来共存してきた郷土種によ

る郷土の森を形成し，已然の多様性，生物社会の多彩性を如何にして奪い返すかにある。さらに，

潜在自然植生が顕在化された冬も緑の常緑広葉樹林の多層群落を形成し，積極的な環境保全，災

害防止，大気水の浄化，さらには環境の変化に対する生物画期の側からの，生きている警報装

置の機能も果させようとする。同時に，かっての鎮守の森，寺院の森や屋敷林が果してきた文化

の拠点，新しい市民の発展のための潜在エネルギーの貯蔵庫の役割も積樋的に果させたい。

　このように重要で多様な図的に対しての本格的な植生の復元，緑の環境創造には，まず潜在自

然植生を十分理解し，できるだけ潜在自然植生の優占種などの主構成木や草種を，それぞれの潜

在自然植生域に播種または植え付けるのが，もっとも適確で間違いの少いやり：方である。

　各潜在自然植生域の植栽適性樹種についてはTab．36～39にまとめて示されている。

　1）　ヤブコウジースダジイ群集域（Tab．36）

　将来環境保全林，郷土の森，屋敷林などの面木となる樹種は，潜在自然植生の高木層を形成し

ているスダジイ，ウラジロガシ，アラカシである。さらに低木層の構成樹種群としてはピサカキ，

シ揖ダモ，ヤブニッケイ，ヤマモモ，クロガネモチ，ヒメユズリハ，ヒイラギ，モッコク，ト

ベラ，イヌビワなどである。低木層形成樹種群にまとめられているなかには亜高木層にまで時間

と共に生育する植物も含められている。たとえぽシロダモ，ヤブニッケイ，ヤマモモ，クロガネ

モチ，ヒメユズリハなどは樹高10斑以上に生育する。

　草本層形成植物は，林床植物群でベニシダ，ヤマイタチシダ，オオイタチシダ，シシガシラな

どの常緑シダ植物が多い。また，カンスゲ，ヒメカンスゲなどの常緑スゲ類やツワブキ，ヤブコ

ウジ，ジャノヒゲなどで，すべて常緑植物であることが特徴的である。

　ヤブコウジースダジイ群集の代償植生の構成歯群はきわめて多い。高木層を形成する樹種では

針葉樹のクロマツ，アカマツ，夏緑広葉樹（落葉広葉樹）のコナラ，クリ，アカシデ，クマシデ，

ヤマザクラなどがある。低木層の構成平群には，ヤマウルシ，ハリギリ，キブシ，ヤマハゼ，ヤ

マツツジ，ヤブムラサキ，カマツカ，マルバアオダモ，リョウブ，ツクバネウツギ，サンショウ

などがあげられる。
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Tab．36　ヤブコウジースダジイ群集域の植栽可能樹種・甲種一覧表

　　　　Ubersichtstabelle　der　geeigneten　Arten　f｛ir　das　Gebiet

　　　　desArdisio．Castan◎psietum　sieboldii

階
Schicht

層

高　木　層
Baumschicht

i

膿。慧

自然植生構成種群Arten　der　nat廿rlichen　Vegetation

◎スダジイ　cα舘απ（功5f56z彫》認αオα

　　　　　　var．5∫θ60」4鉱

○アラカシ　Qπθr6π5　gZαπ6α

○ウラジロガシ　Q配ノrα硲5認f6勿α

○ヤブツバキ　Cαηz8Zあαノ曜）02zたα

　アカガシ　Qπθ6％5α6π如

○ヤマモモ　ハ4iy万0αη‘んπ

○ヒメユズリハ　D妙1漉ψ妙π躍π

　　　　　　　孟8日目5ηzαπππ

代償植生構成種群Arten　der　Ersatzgesellschaften

クロマツ　1）加z認〃謝πゐ819だ

アカマツ　P∫ππ34θノz5解orα

コナラQ麗ア℃郡∫5θ7γα彦α

ク　　リ　Cα舘α箆8α6プ8πα如

アカンデ　Cαψ力耀5伽灘解。解

クマシデ　Cαゆ勉％5ブ砂。癖。α

ヤマザクラ　Pブμηπ5ブ御祝α5α舷解

イヌシデ　Cαゆ勉z‘5診5読。η05履

1

○ヒサカキ　励〃ツβノ＠o癖薦

○シロダモ　N60♂露∫8α∫ωゴ08α

○ヤブニッケイ　αノzηαηzoηzz〃π

　　　　　　　ノ＠0窺α〃π
　イヌツゲ　π6∬α応｛珈α孟α

　ヒイラギ　05ノπαπ’1層目蒔んθ館1尋（や覆y♂♂π3

　モッコク　T617z5々η6ノπ∫α猷yノπ7zα磁1乙81協

○トベラP髭加ゆ0η〃π加∂カU

　イヌビワ　F飴Z‘∫θ1でC孟α

○ヤツデ！勉αのαノ砂。π∫oα

｝草オ蓑
　i
　i
層i

○ベニシダ　エ）1ツ（ψ詑r誌θ1ツ地フη50㍑

　カンスゲ　Cαア・θ¢ηzoププ。τθ寡

　ツワブキ砺吻9加πブ妙傭α‘η多

1ヤマウルシR伽・励卿抄・
　ハヲギリ　1く：αZ砂翻α」じρ∫o如5

　キブシ　3如01姻躍厭κ5ρ7’α800灘

　ヤマハゼ2～1Z鰐ミy加85漉5

　ヤマツツジ　R1砂do48π41網02Z肋8〃Zψ壷万

　ヤブムラサキ　Cα疏6αゆα刀zo伍5

　マルバアオダモ　乃π躍初π55拓う諺漉απα

　カマツカ　Pozぴオんfαθαη沼05α

　　　　　　var．　Zαθη乞5

　ツクバネウツギ孟うθ♂寂ゆα疏z諾碗α

サンショウZα漉んα型Zz岬ρψθr伽チπ

　コゴメウツギ＆ゆ舷η伽砂αカZO磁

K，au，sch、、翻○ヤ・イ・チシダD柳齢傭・…一

iOヤブコウジ　孟ブ読5如ノ曜）o短。α

　○キヅタ　H2♂θ薦プ1LO〃め6α

ススキ　ル露56απ漉麗55fπεノZ5露

コウヤボウキ　Pβプ砂α50αη4θπ5

タチツボスミレ　砺0如gノりψ06θノrα5

キッコウハグマ　A勿5Z如ατ＠∫oz4Zαオα

シバZ（り∫癖ノ醒＞02zf躍

ハリガネワラビ　五α5’プ8αノゆ。疵。α

ヒメカンスゲ　Cα2・θ灘‘oπ廊α

◎特に適する種　Besonders　geeignete　Arte鷺　　○適する種　geeigrete　Arte漁

　草本層の構成種群にはススキ，コウヤボウキ，シバ，ハリガネワラビなどである。すべて落葉

樹や冬季に地上部が枯れる種群であることが潜在自然植生の構成竹群にくらべて対象的である。

　2）　シラカシ群集，典型亜群集域（璽aわ．37）

　潜在自然植生の高木層の構成種群には，シラカシ，アカガシ，ウラジロガシなどのカシ類が主

となる。しかし，スダジイ，タブノキ，クスノキも機甲時代の防寒に多少の配慮を加えれば十分

生育が可能である。

　低木層の構成種群は比較的少く，ナンテン，チャノキ，イヌガヤ，ヤツデ，ヒイラギ，クチナ
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Tab．37　シラカシ群集　典型亜群集　植栽可能樹種・草種一覧表

　　　　　Ubers1chtstabelle　der　geeignete無Arten　ftir　das　Gebiet

　des　Quercetum　myrsiHaefoliae　Typische　Subass．

階
Schicht

磨

高　木　層
iBaumschi・ht

低　木　層
Strauchschicht

自　然　植　生　構　成　種　群
Arten　der益atUrlichen　Vegetatio且

◎シラカシ　04θ1覗∬η姻プ5∫παφ）々α

　スダジイ　cα3如η（ψ3お。μ砂幻α如

　　　　　　var．3記ゐoZ4だ

○アカガシ　Q麗ノτ：z‘∫αα拡α

○ウラジロガシ　Qμ8π：螂∫αZfc加α

　クスノキ　αππα脚0〃耀ノπ‘¢〃4漉0ノ㍑

　　償植生構成種群代
Arte且der　Ersatzgesellschaften

ヤマハンノキ　AZア耀311力層5Z拡α

コナラQz‘θ1傅α6556〃厩α

コブシ漁9πo々ακoうz∬
イヌシデ　Cα1診∫πz‘5孟∫01Lω正。∫ん∫∫

エゴノキ　5砂1拡τゴ妙。π∫6α

○ナンテン二二…伽・…加　　i

　Oチャノキ　T11θα5切碗∫お

　　イヌガヤ　C〔砂1z諺。如灘鰐1zαノγ々z望。π∫α1

　0ヤツデ施オ∫忽ブ砂。疵。α　　　1

　0ヒイラギ05〃zα漉1臨ε1z6妙・妙妙Z臨5

…クチナシGσ4・・磁ブ・・厩…∫伽

i　　　　　　f．9ノ襯4解07u
iOアオキA…b・1・p・・玉・a

ヤマコウバシ　蕊π48ノ‘α8謬αZ‘6α

ネムノキ説δ認αブz‘〃捌∫∫∫π

コゴメウツギ　3孟曜＞1～αノz6τ〃凶マτ功6∫∫α

イヌザンショウ　Zαπ訪。礎：戯〃π

　　　　　　　　5cん∫π・⑳伽〃π

ムラサキシキブ　Cα躍ごα7ψαブ妙。η∫飢

マユミ　．E㍑0ηツ〃臨∫麗θみoZ漉αノ躍5

フ　ジWお‘θがαガ07’飴～胡4α

草　本　層
1（rautschicht

1

○オモトRo厩θαノ妙。ノ漉α

○シュンラン　（汐アπ飯読z〃πgo81’ごノz8廊

○ベニシダ．oノ：y（桝αおθ1ツ鋤り∫・7π

ヤマイタチシダD1＝y（4溜擁5腕∬6擁αηαiキンラン

1　ホソバヒカゲスゲ　Cα紹∬1耀7π読∫

i　　　　　　　var．παπα

　ギソラソ　Cゆみ認απ酌θ1層αθ1‘60♂α

　　　　　Cψ1～α♂αノ～オ1L61UJ勉Z‘α’α

1ヒメカンスゲ。一・・融

　シバZqy5緬ブ＠o加。α
　ススキ　八箆56α1拷1臨5説η6’器奮

　トダシバ　ノ1ノマ〃π♂〃認μα1λ力価α

　チガヤ　1〃ψ8プα頗¢yZ加4が。α

　　　　　　var．々08／zガg海

　◎特に適する種Besonders　geeignete　Arten　O適する種geeignete　Arten

シなどがあげられる。草本層ではオモト，シュンランがある。

　代償植生の構成種馬としては，高木層の構成種群にヤマハンノキ，コナラ，コブシ，イヌシデ，

エゴノキなどがある。また低木層の構成種諏こはやマコウバシ，ネムノキ，コゴメウツギ，ムラ

サキシキブなどの大部分は落葉樹である。草本層の構成種無にはホソバヒカゲスゲ，キンラン，

ギンラン，ヒメカンスゲなどがある。

　3）　シラカシ群集，ケヤキ亜群集域（Tab・38）

　高木層を形成する潜在自然植生の構成種群にはシラカシ，タブノキ，スダジイなどの他に夏緑

広葉樹のケヤキ，イロハモミジ，ムクノキ，エノキがあげられる。低木層の構成憩こはナンテン，

チャノキ，ヤツデ，イヌガヤ，ヒイラギがある。草本層ではオモト，キチジョウソウ，イヌシデ，

ジャノヒゲなどがある。代償植生で高木層を形成する代表的種群にはモウソウチク，マダケがあ
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　　Tab．38　シラカシ群集　ケヤキ亜群集　植栽可能樹種・草種一覧表

　　　　　　Ubersichtstabelle　der　geeigneten　Arten　f荘r　das　Gebiet

des　Querceむum獄yrs量naefo1三ae　Subass．　vo遭Zeユk：ova　serrata

階　　層｝　白然植生構成種群
　　　　　　l　Sch玉cht　　　　　　　　Arten　der　nat員rlicheR　Vegetation

　高　木　層
Paumsch’cht

匝シラカシQ…一・脳f槻聯・
○ケヤキZ8蔽。ηα581γ碗α

○タブノキ　漁。碗伽5疏撚ろθ㎎，∫ピ

○スダジイ　Cσ諾απ（や∫ガ∫cκゆゼぬ如

　　　　　　var，5∫8∂oZ4海

　イロハモミジ丑68rメ》認2π硯耀π

○ムクノキ4助αηαノz〃昭硯ρ脚

○ミズキCo糀π5　cωz’7’ouθノ’5α

○エノキC8髭f55初θη5∫∫

　　　　　　var・フゆ0πZ偲

代償植生構成下冷Arten　der　Ersatzgesellschaften

クマシデ　Cαψ勿％5ブ妙。ηf‘α

モウソウチク　P妙Z面5彦α01疋y31L8詑ro¢yoZα．

　　　　　　　vaL餌∂θ568π∫

ウワミズザクラ　P／74π螂97申4y伽α

マダケ　1熾ゾ面鉱α改y∫加223うz‘5画4θ5

i低　木　層
iStrauchschicht

l　　　i

　　ナンテン　ぬη読πα402πθ5彦∫oα

iOチャノキ　TIL8α∫加｛烈∫廊

　○ヤツデ妬孟∫諭ブ砂。加。α　　　．
○イ。ガやC⑫励勲、、加。。聰・。伽i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　ヒイラギ。・・π…ぬ・・ゐ幽砂1翼％帽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　コクサギ　0痒∬αゴ砂。πゼ6α

iメ　ダケ　A2駕η漉παがα5かπ0η廊

iクサギα6ノ趨048η漉’μηz厩01LO加η3躍π

　ムラサキシキブ　Cμ疏。αゆμブ＠o痂。α

　　　　　　　○オモト＿～～0134θ∠τノ64）o／zゴco二

　　　　　　iOキチジョウソウ　Rθ加ε罐θαcαプηeα

　　　　　　10ベニシダD柳嬬・・がん…醐
　　　　　　ミ

臨慧障；二㌦膿饗濃㎞
　　　　　　｛

1

チガヤ　／〃ψθrα脇のノ伽4万。α

　　　　　var．ん0θノ2∫9だ

ススキ　ル窃5‘απ読％55伽6麗5誌

ホソバヒカゲスゲ　Cα2で欝ん脚π∫麗5

　　　　　　　　　var．παηα

ヒメカンスゲ　Cαγ8露‘0π露β

キンラン　Cゆ舷如η読6rαル髭α如

ギンラン　σ砂んα」απ疏伽z8ズε0ψα

　◎特に適する種Besonders　gee三gneむe　Arten　O適する種geeigne総Artea

る。ミズキ，クマシデ，ウワミズザクラなどもこの中に入る。低木層では識クサギ，メダケ，ク

サギ，ムラサキシキブが見られる。草本層ではチガヤ，ススキ，ホソバヒカゲスゲ，ヒメカンス

ゲなどがあげられる。

　4）　イノデータブ群集域

　潜在自然植生の高木層の形成種群には，常緑広葉樹ではタブノキ，夏緑広葉樹ではケヤキ，ム

クノキ，エノキがある。低木層ではアオキ，シロダモ，シュ露，イヌガヤ，ヤブツバキなどの常

緑植物が多い。同様に草本層の構成種土にもテイカカズラ，キヅタ，ジャ／ヒゲ，オオバジャノ

ヒゲ，ヤブソテツなどの常緑シダ植物などの常緑草本植物が多い。

　代償植生の構成種群の高木層の形成樹種にはイヌシデ，クマシデ，コブシなどの夏緑広葉樹が

主である。低木層の構成種には，ヤマブキ，クサギ，ノイバラ，イボタノキ，コウゾなどがあり，

落葉樹が大部分を占めている。草本層ではクマワラビ，ナキリスゲ，ヤブミョウガ，シャガなど
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Tab．39イノデータブ群集植栽可能樹種・草種一覧表

　Ubefsichtstabelle　der　geeigneteH　Arten　f頑r　das　Gebiet

　des　Polysticho－Machiletum　thunbergii

階
Schicht

層 自然植生構成種群Arten　der　nat廿rlichen　Vegetation

iOムクノキ鋤α鵬ゐθα脚u
iOケヤキZθ銃。”α5εη窃α
i◎タブノキM励諏・伽・ろ噸か

めエノキ。・燃5カ・傭、
i　　　。。。ブ吻、加

代償植生構成種群Arten　der　Ersatzgesellschaften

高　木　層
Baumschicht

イヌシデ　Cαゆ加駕∫云561zoフzo∫窺f

クマシデ　Cαψ力鷹εノ碑）o痂6α

コブシ八廊92zoあα海0δπ∫

i

臨。姦、、羅，

1

1

草　本　層
Krau亡sch三chと

◎アオキ・4Z4α‘∂αノ⑫0／Z∫0α

◎シロダモ　漁。あ欝θα∫8痒66α

　イヌガヤ　Cゆ1L認碗α」じ醐1溜γカzg’孟。短α

○ヤブツバキ　Cα7π8”∫αノ妙。／z記π

コマユミ　盈602zγη観∫α♂α薦5

　　　　　var・曜）オθ1櫓1‘∫

ニシキギ　Ez‘0π：yη耀5認α彦μ5

マユミ　Ez‘0ノ型ノπZ∬∫詑うoZ読α耀‘∫

イボタノキ　ゐ∫9醐々』μ規。玩％5σb盈4規

コウゾ13ブOZ‘5∫0π8海α々αだ∫ノZO勉

ノイノミラ　Ro3αη3z己髭る母。ブα

ヤマテリハノイバラ　Ro5α伽。∫α8

クサギαθ1・04θπ47Wπψが6110彦0η耀ηZ

ヤマブキ　κθrがαブ妙。厩。α

　テイカカズラ　Tπz読εZoゆθ1フππ7π

　　　　　　　85z忍♂¢α〃2z

◎キヅタ　H6461［αプ130ノノめ8α

○ジャノヒゲQが吻♪・9・πブ妙傭α45

ナガバジャノヒゲ（：塘・脚9・…ん磁i

Oヤブラン　㍑が⑳6汐ぬ轡勿♂肱

　ヤブコウジ　Aプ漉∫∫αブ＠07zあα

◎キチジョウソウ　R8加8罐8αoαアブ昭α

○ヤブソテツ　qyrオ。η3如ηげbア噌薦ノz6f

○オがノイ・層ソウP齢・…姻

クマワラビ　エ）ノフ。メ増θ万5♂α68／u

ナキリスゲ　αz7夙τ♂6／2なz

シャガ∫擁5ノ妙。π’6α

ヤブミョウガPo躍αブ＠0加ごα

◎特に適する種　Besonders　geeignete　Artea　　O適する種　geeignete　Arten

があげられる。

　5）　クヌギーハンノキ群落，ハンノキ群落

　印旛沼周辺や低地，河辺ぞいなどの湿生立地では，そのままでは常緑広葉樹の生育は困難であ

る。すなわち，排水・盛土・客土などによって，地下水面との差を大きくしないかぎり，潜在自

然植生ともほぼおなじような落葉広葉樹種群が生育する。

　クヌギーハソノキ群落域では，立地を改変しない場合には高木層の構成種群にはハンノキ，ク

ヌギ，エノキ，エゴノキ，カワヤナギが生育可能種群である。低木層の構成種群には，イヌコリ

ヤナギ，イボタノキ，ゴマギ，マユミ，ノイバラ，コマユミなどが適性種群といえる。草本履の

構成種群ではクサヨシ，カサスゲ，ノカンゾウの他にコバギボウシ，ハンゲショウなどがある。
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Tab．40佐倉市における湿性地の緑化計画に適する植栽可能種一覧表

　　Ubersichtstabelle　der　geeigneten　Arten　f荘r　den　Gr伽planunge且in

　　den　feuchte無．Flachen　der　Sta（1t　Sakura．

＼讃二黒告1

饒置、hド遡i

　　　クヌギーハンノキ群落
Quercus　acutissima－Alnus　japonica
．Gesellschaft

　ハ　ン　ノ　キ　群　落

Al蜘s　laponica．Gesellschaft

高　木　履
Baumschicht

◎ハソノキメ1伽π∫ノ＠oη記α

　カワヤナギ　＆疵灘8’ゼ♂8’如ηα

◎クヌギQz岬御5αα癖55加α
　エノキCθZ孟お5加8／15∫5

　　　　　　var・ノ・ψ0π加

　エゴノキ3砂塀謬ブ勿＞o痂。α

1◎タチヤナギ5。鷹、，蹟。解ゼ、

i◎一・．キ肋殉砂。。加

1

　低　木　層
lStrauchschicht

10イ。，リヤナギ3。伽癬卿u

　○イボタノキ　L忽μ5々麗㎜o玩π3ヴbZ謡7π

Oニシキギ　。Eπoηッ刀躍∫認漉π5

0ヤブデマリ　y必解ノzπη3μ乞α琵初73

　　　　　　　　var．’0ノηθη’05π2π

○ゴマキ
　マ　　ニ乙　　ミ

○ノイバラ

　コマユミ

ウ　ツギ

V乃πプノZZ‘ノπ5∫8うoZ4ゼ乞

Eπ07妙槻‘55鋤oZ漉αノzz65

Ro5α7／zz‘髭胡02u

Eπo役yη臨5αZμ魏∫

　var・妙診8プπ∫

Z）α6四四‘プ6π圃α

クサヨシ　P11α」αプおαプ〃Z4カZα08α

カサスゲ　Cα7孤読砂α伽如

セリ0θπαπ彦んθノαηα7乏∫oα

ノカンゾゥ　Hθ〃3θプ06α♂あ5Zoπg・∫彦zめα

草　本　層
Krautschicht

ノウルシ　Ezψhoプろ如α48／ZO‘配併‘α

サクラソウ　P7ρカπ配α5ゴ帥oZ読∫

コバギボウシ　飾∫彪α乃。．η3αア＝9加α彪1

ハンゲショウ　5α麗プκr配30ん∫π8／Z5お

ヨ　　シ　P痂π9那髭θ5‘0η切Zπηお

　＠特に適する種　Besonders　geeignete　Arten　O適する種　geeignete　Ar£en

　ハンノキ群落域は，さらに湿生立地で，ハンノキの他にタチヤナギ，コゴメヤナギなど高木層

の種群はかぎられる。低木層にはクヌギーハソノキ群落との共通種群のイボタノキ，ニシキギ，

ヤブデマリ，イヌコリヤナギが生育する。草本層ではヨン，カサスゲなどの湿生スゲ類，および

イネ科櫨物が優占する。

　6）　マント群落

　緑の環境形成が，さらに鳥類などとの共存関係を保ち，市民の審美的な欲求にも耐え得る多様

な機能を果させるためには，境界環境保全林などの主木は潜在自然植生の高木層の構成種のスダ

ジイ，タブノキ，シラカシなどを用いても林縁部の，いわゆる裾模様に花の美しいもの，紅葉の

美しいもの，あるいは実が食用に供せるもの，鳥の餌になるものなども選ばれてよい。

　また斜面の保定や並木，街路樹の主要構成種にも，潜在自然植生の構成種群あるいは，その許

容範囲内からの種群から選ばれることが好ましい。Tab．41には，この様な多様な目的に応じた



118

Tab．41　マント群落適性種一覧表（マント群落およびのり面植栽可能種）

　　　　　　　　　　　　Wichtige　Arten　f養r　dle　Mantelgesellschaften

　　（Arten　der　ManteL　u．　Saumgesellschaftea，　sowie　geeig漁ete　PflaRzen　f廿r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gra11Plan囎ge狂auf　den　Hangeの

実が食用とされる低木

Sraucher　mit　e3baren

Fr廿cht

4

《

プ

誤

舞

邑

鴨

凱

ぎ

審

蒙

花期の美しい低木

Stτaucher　mit　sch6Re筑

Bl廿men

紅（黄）葉の美しい低木

Straucher　m三t　schδneR

roten（od．　gelben）

Blattern　im　Herbst

ア　キグ　ミ　　E♂ζτθα8フzz6∫z6刀3う8ZZα彦α

ナツグミE♂α（競89πz‘∫アππあ解。ア‘α

ナワシログミ　・配αθαgπZ∬ρππgθπ∫

カジイチゴRπ伽5オ7・．晒ぬ∫

モミジイチゴR麗伽∫ノ）α♂2πα臨5var．6ρ餌（4）1曖ゾZπ5

ナ　ツ　ハゼ　　Vζz（2c力魔z〃㍑oZ4んαノηだ

クワ八1bプZ4∫∂0刀Zの6ガ∫

カ　 キD如功y7℃5々α海

ガマ　ズ　ミ　　V写ろτ〃72Z61π4fZα渉α彦Z6η3

i

ノイバラ1～05αノ7躍㍑醒。㍑

ヤマテリハノイバラ　Ro∫αZ㍑ofαθ

ツクバネウツギAろ6Z∫α砂α読認α如

コゴメウツギ3彦〔ψんα2Zαπ漉π幽静∫α

マノレ／ミウツギ　　1）8膨♂9ゴα鍬Zう7η

ウ　　ツ　　ギ　　エ）α‘オ酵ゴα6787zα‘α

コブシMαgη0露αゐ0うτ‘5

ミツバウツギ56妙妙Z8α伽η認砒

ウグイスカグラ　五〇πf6α一α91帽αCπψβ5　var．8勉肋㍑

ク　サ　ギ

　　ず　　　サ
ヤフアマリ

ニ　ワ　ト　コ

ネムノキ

CZ8プ。【たπ訪’τθπ　診プ∫‘ん。云02πτ〃π

V伽プ脚πμ嬬彦㍑η3var．孟01π召πご05πηz

翫ノπゐZκκ55ゴaうoZ曲ノZπ

AZろ∫麗αノπzめ7’∫∬επ

タ　ラ　ノ　キ

ヌ　ル　デ

ヤマウルシ

ハービノ　キ

ヤマハ・ゼ

ヤマコウバシ

オトコヨウゾメ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

コハノガマズミ

ガマズミ

ゴソズイ
ムラサキシキブ

ヤブムラサキ

コ　ウ　　ゾ

ヤマウコギ

オカウコギ

ニシキギ
マ　　　：乱　　　こ
　　　　　　、

ツ　リバナ

Aブαll∫α　6♂α彦α

Rんμ∫μ磁6α

RんZ6∫オブ∫6ん00α厚）α

Rんπ∫　5π6cεζぬ7zθα

Rんπ35∠yZη65診プお

　五fη4θノrαgzαπoa

　　　γ∫うZ〃幽ノZ留π〆》んZθう0孟2ぜ0ん観π

　　　τZ乞う麗ブη麗2π　82層05％η3

τ／f∂πプノzπノπ　4∫zζz孟α診κ〃3

E麗30砂痂5ブ砂02zfcα

　　　CαZ面ごα7ψαノ曜》oπf6α

　Cα♂あ‘α7，α7πo〃乞5

BプOZ’350π8翻α　んζτ影∫ノZOん∫

推（2αノZ孟ゐ（4）σノZα∬宴）ゴノZO∫忽∫

盆Cαη彦ん（4）αηα∬22吻）0πfα45

Eπ0ηツノππ∫αZα孟～4∫

Ezωノリ〃ノZZ∬518わoZ4∫απZf∫

E～‘0ノリワ厚μ50．雀）｛ガ）友γ1々65



カ　マ　ツ　カ　　Pbz〃埴んfααzη鉱Zo∫αvar．　Zζz8η∫5

ヤマナラシ　　R功z4」郡55記ゐoZ読乞
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　　1
　　…

　　…
　　…

実が食用となるつる植物

Lianen　m髭　eβbare且

FrUchten

ア　　ケ　　ビ　　／1為8う∫α9厩πα彦α

ゴヨウアケビ　五んθろ∫αρθπオ砂妙Z♂α

ミツバアケビ　A融う∫α獄ケb麗α如

ム　　　　ノミ　3’α麗π孟0ηゼα乃ε躍⑫疫yZJα

エビヅル　　V’露∫5愈の1如

その他のつる植物

Sonstige　Lianen

ハンショウヅル　α一下5ブ＠oπ加

ボタンヅル　　αθ配α擁5妙∫ケbZ∫α

センニンソウ　αθη厩∫∫彦6’フ朗ω‘α

シ　オ　デ

ト　コ　ロ

ヤマノイモ

スイカズラ

ヤブカラシ

ツルニソジン

ツ　　　　タ

ノブドウ
フ　　　　ジ

ク　　　　ズ

ツルウメモドギ

サルトリイバラ

3η3伽」じフ雇φαプfαvar，π∬％ブ蜘5乞5

1万0560プεα　孟0ん07’0

エ）∫0500ノ’¢αフ吻0πfcα

五・ノzゼ・8／4ブ砂・η加

C卿循り吻競α
　c・4・ア砂5ゴ5翻。ゆ沈彦α

％アールLθπ00ゴ∬κ3ψア’∫Cπ5♪∫4α孟α

，A〃ψ8zρカ∫∫5うプ⑳ψθ4配7κ認α渉α

稀7f5ψ8r∫αプZOノ’fろπηぬ

1）麗β1一αプ∫α　ZO6ζZ診α

　　　C6Zα5孟プZ‘∫0プろ∫α‘Zα’π5

　　　5ノπだζz露。ん乞πα

㊦

o

皆

碧；

鴨

夏緑広葉樹
　　　　　（先駆植生として）…

So恥mergr菰且e　Baume

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（als　p三〇niere　Vegeむation）｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　1

草　本　植物
Krautige　Pflanzen

○キ　　ブ　　シ　　3’α0庚yz〃聯5ρ7Uθ00」じ

○ヤシャブシ　A伽％5プεノブπα

○オオバヤシャブシ　A伽π∫5f660Z読αηα

　ヤマハンノキ孟♂π鰐痂プ∫彫α

　ノイノミラRo5α〃zπ髭μoプα

　ウ　　ツ　　ギ　　1）6π渉拷ゴαoプθノzα言α

　マルノミウツギ　Z）6μ薦∫α5ατ67娩

　リ　ョ　ウ　ブ　　CZ8ψんγαうα7r飯π6”η∫∫

　シモツケ亀）カπθαノ曜）献盃α

1

ス　　ス　　キ　　ハ4ゼ5ごα2z置んz455ゴπ81z5ゴ5

ト　ダシノミ　五プZ〃Z4加θ♂∠αん力層孟α

ナキリスゲ　　（｝z2マ切Z｛㍗zオ8

ヒカゲスゲ　ατ7℃露ZζzηoθoZα孟α

クマイチゴR潤ろπ5ご薦如β9．ケbZ如5

モミジイチゴ2～πみπ8ρσ♂η粥薦∫var．6ρρ‘砂1亀翼認5

コウヤボウキ・　Pθノ磁ツα5Cαη4θη5

シバZ〔膳棚αノ曜）oη記α

i

1

常　　緑　　樹

Immergr面e　Baume

不ズミモチ

マ　サ　キ

ト　ベ　　ラ

マルバグミ

石9嘘7’㈱仰・耽z4ノ～z

E％0役yη協5ブ0φ0π∫C麗∫

乃π0カウ0プ〃ノ3’0ゐ〃π

EZαθα9ηz65ηzα6ノ』（ψ乃ツ〃α
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凶i
殴i
汁i
　｝
舜i
　…

常　緑　樹
Immerg痴ne　B護ume

；臨m欝。＿
1…

P

ハマヒサカキ　Eπ刎αθη彦α㎎’勿α如

モチノキ　刀βκ∫π友箸㍑

マルバシャリンバイ　Rん砂痂oZ砂∫5躍πろθZJαψα

チャノキTん6α∫加8π5寛

サザンカCαηzθ醗α5α5研gz‘α

ヤブツバキ　Cα2πθZあαブ＠oηゼ。α

クチナシGαプゐ厩αノα5〃3個口耀θ5f．gプαπ4醒。プα

ヒイラギ052παπ疏z65ん麗θプgρ覆y〃％5

ヤブニッケイ　C加παη20彿初πブ曜）oη廊％ノπ

サンゴジュ　V「必躍フ謝ノπατσαうZ6厩

イヌツゲ．回田Cブ8πα診α

モウソウチク　P勿♂♂o∬α61妙5んθ’θノβo砂。♂αvar．ρπ6θ∫oθノz　3

マ　ダ　ケ　1）ゐ∠yZZO諾αc勿5ろα2πうμ50招8∫

メ　ダ　ケ　，Aプ％η読ηα2ゴα∫∫η302毎∫

　クスノキ　α御雄η30ηzπη36α22ψん02η

　マテバシイ　Pα5απfα8ぬ♂f∫

○シラカシ　QZ君θノ℃麗5／2．妙バ魏α（ゲb々α

　スダジイ　（汝諾απ（ψ5おα脚力勲z如var．5詑うoZ読∫

　クロガネモチ　π猷τフ・o臨η融

　アラカシQπθアで泓5gZαZ‘‘α

○アカガシQπ87℃祝5αo漉α

　ヤマモモ　み妙海。μプπう鵤

○ヤマザクラ　Pプ襯郡ノαηzα5α舷プα

　ウワミズザクラ　P7βκππ5g’プ4yαπα

　イヌザクラ　Pノ’襯鰯顕職9（η鹿

○イヌシデCαゆ加z‘5灘6ん02zo5窺∫

　アカシデCα2プ）読π5如∬曜ωu

　ムクノキ御）1Lαηαη漉θα確）8㍑

○ケ　ヤ　キ　Zθ衆。ηα56プ1r認α

　エノキC6痂∫5∫πθ7z5ガ5　var．ブ妙。η加

　エゴノキ3彦）η剛α¢ブ例）oη∫6α

1　カマツカアbκプ〃L如θαη∫〃05αvar．♂α6腕5

iO，ナラ伽、。、、。禰α

1・。ギ伽・。、磁細…
i　ネムノキノV6詑∫αブz6あろか∬乞η

；　ミズキCo2一ππ360漉御ηθ1－5α

i。マ、，ズキC。＿ろ，理趣

○適する種　geeignete　Arten

適性種群が一覧表にまとめられている。

　目的，立地条件，将来像ならびにこれからの管理能力，経費などを総合的に考慮して，もっと

も適した種の組み合せを基礎とした環境保全林，保全緑地の形成が，佐倉市のそれぞれの立地条

件に応じて形成されることが望ましい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　と　め

　昭和50年（1975）春から昭和51年にかけて千葉県佐倉市（面積102km2，人口8万2千人）の

全域について，植物社会学的な植生調査および植生図の作製が行なわれた。佐倉市は千葉県北部

下総台地のほぼ中央に位置し，海抜30m内外の低平な関東ローム台地を基盤とし，一部隣接する

印旛沼とその間の沖積低地を包含している。台地は樹枝状に開析し，谷戸を形成している。近年

首都圏の膨張と，成田空港建設に伴なう交通の要所ともなり，各地区で宅地闘発がおし進められ

ている。

　控倉市全域にわたって各種の典型的な植分を抽出し，約300個の植生調査資料が得られた。室内

におけるテーブル操作・比較作業によって，29の群集および群落レベルの植生単位が識別された。

　これらの成果は植物社会学的な群落体系によって下記に一覧されている。

　コウキクサクラス

　　コウキクサオーダー

　　　アオウキクサ群団

　　　　オオアカウキクサ群落

　ヒルムシロクラス

　　未決定オーダー，群団

　　　ヒシーガガブダ群集

　未決定クラス，オーダ｛

　　アゼナ糖覇

　　　アゼトウガラシ群集

　タウコギクラス

　　タウコギナーダー

　　　スズメノテッポウ群団

　　　　ノミノフスマーケキツネノボタン群集

　　　　ミゾソバーアシボソ群落

　シロザクラス

　　ツユクサオーダー

　　　カヤツリグサーザクロソウ群鴎

　　　　カラスビシャクーニシキソウ群i集

　　　　ヒメムカショモギーオオァレチノギク群落
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　　　　コウゾリナーアキメヒシバ群落

　イネクラス

　　　　ウリカワーコナギ群集

　未決定クラス

　　　　カワラスゲーオオバコ群；集

　　　　カゼクサ一粟ナバコ群集

　ヨモギクラス

　　ヨモギオーダー

　　　未決定群団

　　　　ヤブジラミーヤブガラシ群落

　　　　セイタカアワダチソウ群落

　　　　アキノノゲシ一曲ナムグラ群落

　ヨシクラス

　　ヨシオーダー

　　　ヨシ群鰯

　　　　ヒメガマ群落

　　　　ミクリーガマ群落

　　　　ウキヤガラーマコモ群集

　　　　イヌスギナーヨシ群落

　　　セリークサヨシ群団

　　　　セリークサヨシ群集

　　　ホソバヤエムグラー大形スゲ群団

　　　　カサスゲ群集

　ススキクラス

　　ススキオーダー

　　　ススキ群団

　　　　アズマネザサーススキ群集

　　　　チガヤ群落

　　シバスゲオーダー

　　　シバ群団

　　　　シバ群落
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未決定上級単位

　　　イボタノキ一己ンノキ群落

　未決定クラス

　　コナラーミズナラオーダー

　　　イヌシデーコナラ群団

　　　　クヌギーコナラ群集

　　　　イヌシデーコナラ群落

　　　未決定群団

　　　　ケヤキームクノキ群i落

ヤブツバキクラス

　ヤブツバキオーダー

　　　ヤブコウジースダジイ群団

　　　　ヤブコウジースダジイ群集

　　　　シラカシ群集

　佐倉市域には代表的な自然植生として，常緑広葉樹林のヤブコウジースダジイ群集がひかくて

き広く生育している。とくに佐倉城趾や飯塚付近の集落の背後の斜面には発達した植分が見られ

る。シラカシ群集は台地上でごく稀れに残存林分が見られるが，多くの場合屋敷林が発達したも

のである。斜面に広がる：：二次林はクヌギーコナラ群集とイヌシデーコナラ群落が識別された。植

林地ではアカマツ・クβマツ林，モウソウチク林，スギ林などの種組成も調査された。

　印旛沼およびその周辺部には各種の水生植物群落が見られ，カサスゲ群集，ヨシ群落，マコモ

群落，ヒメガマ群落，ガガブターヒシ群集などが記録された。

　耕作地では耕作が田寺停止されている場所において，園復途上の植分が記録された。畑地では

とくにセイタカアワダチソウ群落が，水田ではイヌスギナーセリ群落が目立っている。

　植生図は儀倉全域について現存植生図（1：20，000），および潜在自然植生図（同縮尺）が作製

された。同時に，植生自然度図が，これらの植生図から転化された。また佐倉公園（佐倉城趾）

については，1：2，500の局地的な現存植生が作製された。

　現存植生図によると，市域の大部分がアカマソークロマツ植林地および畑地（カラスビシャク

ーニシキソウ群集）でしめられていることが明かにされる。クヌギーコナラ群集は斜面下部に帯

状に配分している。自然植生のヤブコウジースダジイ群集は市の中央部に多く，斜面上部の乾性

立地に残存林が目立っている。各地に点在する古い集落は発達した屋敷林でおおわれている。

～方宅地開発の進む西部地：方は，交通網にそって無植生化が進んでいることがみとめられれる。

　潜在自然植生図によれば，関東ローム層を基盤とする台地部の大部分はシラカシ群集域と判定

されている。台地の斜面上部の乾性立地，またはローム層が薄くて下層の砂層が露幽した場所な
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どではヤブコウジースダジイ群集域であると考えられる。低湿地はイボタノキーハンノキ群落や

タチヤナギ群落の潜在自然植生域の分布が残存林分から判定される。印旛沼の周辺部では現存植

生と同様に水生植物群落が帯状に配分している。これらの植生配分は関東平野におけるもっとも

典型的な例といえる。

　植生による自然度図ては1～Vの階級および，必要に応じてそれぞれについてさらに下位区：分

された。佐倉市の大部分は自然度皿ないしWのランクに位置づけられる。しかし，西部の開発が

進んでいる地区では自然度の低下が鼠立っている。

　佐倉市の自然環境の保全および利用，さらに将来にわたって線豊かな健全な都市としての発展

を保証するための，環境保全林の積極的な形成に対し基本的な提案が行なわれた。具体的には，

睦倉市における各潜在自然植生域に適する植栽可能植物が選定され，環境保全林形成のための植

生学的な計画・実施法についても考察された。
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Zusammenfassung

　　　　　1）ie　Vegetation　in　der　Stadt　Sakura

（Chiba・Prafektr　in　Hauptstadtumkreis　Japans）

von

A．MIYAwAKI，　S．　OKuDA，　Kazue　FuJIwARA，

　　　　　Hiroko　OHYAMA　und　M．　YAMADA

（Dep．　of　Vegetation　Science，　Inst．　of　Environmental

Science　and　Technology　Yokohama　Natiollal　University）

　　　Voln　Apri11975　bis　zum　Marz　1976　wurden　im　Auftrag　der　Stadt　Sakura　eine　pflan－

zensoziologische　Vegetationsaufnahmen　und　eine　Vagetationskartierung　im　gesamten　Areal

der　Stadt　durchgef廿hrt．　Die　Stadt．　Sakura（Gesamt－Area1102kln2，82000　Einwohne⇒1iegt

in　der．Mitte　der　Shimofsa－Hochflache　im　n6rdlichen　Teil　der　Chiba－Prafektur．　Dieses

Plateau　ist　zweigartig　durch　mehrere　talartige　Niederungen　zerteilt．　Die　Stadt　selbst　wurde

im　durchschnittlich　40　m廿．　M．　auf　einer　flachen　Kanto－Lehm－Ebene　erbaut．　Sie　schlieBt

inl　Norden　am　See　IIlbanuma　eille　alluviale　Niederung　ein．

　　　　Durch　die　Ausdehnμng　der‘‘Shutoken”，　die　Bevδlkerungsballung　um．Tokyo　in　der

Kanto－Ebene，　sowie　dur6h　den　Bau　des　neuen　intemationalen　Flughafens　Narita，　wurden

eine　neue　Autobahn　und　eine　neue　Wohnsiedlung　notwendig，　deren　nat廿rliche　Umwelt　und

Vegetation　im　Gefahr　gerieten．

　　　　Um　die　Sicherung　und　Neu－Schaffung　der　standortsgemaBen　lebendigen（grUIlen）Um－

welt　der　Stadtsbarger　auch　in　Zuknft　zu　erreichen，　wurden　folgende　vegetationskulldliche

Studien　durchgef廿hrt．　Zuerst　wurden　i皿Gelande　des　gesamten　Areals　der　Stadt　Sakura

300Vegatationsaufnahmen　von　allen　vorhandenen　Vegetationstypen　von　den　naturlichen　bis

zu　den　Ersatzgesellschaften　gemacht，　auch　von　jenen，　die　unter　extremsten　anthoropogellen

Einf1Ussen　stehen．

　　　　Aus　diesen　im　Gelande　gewonnenen　Vegetationsaufnahmen　wurden　durch　ihre　Vereini．

gung　zu　Tabellen　und　deren　Ordnung　und　Gliedeung　in　der　Stadt　Sakura　14　Assozia－

tionen　und　15　ihren　entsprechenden　ranglose　Vegetationseinheiten　erkannt．　Alle　diese
　　　　　　　　　　コ　サwurden　iII　Ubersichtstabellen，　welche　die　Untersuchungsergebnisse　der　benachl〕arten　Gebiete

enthalten，　eingebaut　und　mit　jenen　verglichen．　Daraus　ergaben　sich　die　folgenden　in　das

pflanzenso2iologische　System　dngebauten　Pflanzengesellschaften　f茸r　die　Stadt　Sakura：

　　Lemnetea　W．Ko6hetR．Tx．1954．emOberd，1957

　　　　LemnetaIia　W．KochetR．Tx，1954．emOberd．1957

　　　　　　Lemnion　paucicostataeMiyawakietJ．T廿xen1960
　　　　　　　　A乏oZZαブ⑫oη∫6α’Gesellschaft
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Po電am◎geto無eteaR．　Tx．eεPrsg．1942

　noch　nicht　bestimmte　Ord．　u．　Verb．

　　　Nymphoides　indica－Trapanatans。Ass．　Kamuro1961

Noch　nicht　bestimmte　I（1asse　u．　Ord．

　Lindernion　procumbentis　Miyawak玉etOkuda1972
　　　Vandellietum　angutifohae　MiyawakietOkuda1972

Bidenもetea亡ripartitl　Tx．L◎hm．etPrsg．1950

　Bidentetalia　tripartitiBr．一BLe£R．Tx．1943

　　　Alopecurion　amurensis　MiyawakietOkuda1972

　　　　　Stellario－RaRunculetum　cantoniensis　MlyawakietOkuda1972
　　　　　Mゼ。ノ闇05彦｛箸珈刀zη勿診ゴπβz‘那var．ρoらノ5診αψy～477z－Po4ygoπ醐z跳観δ8㎎かGesellschaft

ChenopodieteaBr．・B1．1951

　Commelinetalia　coInmunis　Miyawaki1969
　　　Cypero－Mollugion　strictae

　　　　　Pinelha　temata－Euphorbia　pseudochamaesyce－Ass．
　　　　　　Miyawaki　1969

　　　　　1弼gσoπc伽α4θ225f5一乃層εgeプ。π3z鰍αか62z5ゴ5・Gesellschaft

　　　　P∫‘万5ブ＠o擁6α一D∫9窃α2ゴα窃oZαε6θ7～∫一Gesellschaft

Oryzetea　sativae　Miyawaki1960

　Cypero－Echinochloetalia　oryzoidis　BQIδsetMasclaas王955

　　　0∫yzo－Echinochloion　oryzo玉des　Bo16setMasclans1955

　　　　　Sagittario－Monochorietum　Miyawaki1960

noch　nicht　1）estim血te　K二lasse．

　Plantag圭aetalia斑aioris　Tx．1950

　　　Lolio－PlantaginiQn　Sissingh1969

　　　　　Carici－incisae－Plantaginetum　asiaticae　Tx．1977

　　　　Eragrostio　ferruginei－Plantaginetumasiaticae　Tx．1977

A∫temisietea　pr玉ncepsMiyawakietOkuda1972
　ArtemlsietaIia　pri且cepsMiyawakietOkuda1972
　　　noch　nicht　bestimmte　Ve士band。

　　　　　T・漉5ノ⑫・痂α一Cの・→α孟如ブ＠・η如一Gesellschaft

　　　　50コ口廊goσZ彦ゴ∬伽σ・Gesellschaft

　　　　五αc孟α‘α勿4ゴ。αvar．　Zαo∫2磁孟α一H即τz‘Zz己5ノご4）oπゴα‘5－Gesellschaft

Phragmitetea　Tx．eもPrsg．1942

　Phragmitetalia　Tx．etPτsg．1942

　　　phragm1tion　Koch1926
　　　　T⑫1ぬ伽9κ∫如診α一Geseilschaft

　　　　勘α㎎・α痂捌z5遣oZoπ旋耀規一丁ツρんαZα酬bZゼα一Gesellschaft



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　127

　　　　　　　Scirpo　flu殺ia£ilis－Z玉za数ietum　lat量foliae　Miyawaki　etOkuda1972

　　　　　　　君9痂58伽ηzノ》α盈5〃6－1）んブα9那漉∫oo7π彫ππゼ3－Gesellschaft

　　　　　　Oenantho－Phalar三dion　arundinaceae　MiyawakietOkuda1972

　　　　　　　0enantho－Phalaridetum　aruaδinaceae　MiyawakietOkuda三972

　　　　　Galio　brevipedu旦culato－Magnocaricio捻MiyawakietKFuliwara
　　　　　　　1970

　　　　　　　Car玉cetum　dispalatae　MiyawakietOkuda1972

　　Miscanthetea　sine獄sis　MiyawakietOhba1970

　　　　Miscanthetalia　sinensis　MiyawakietOhba1970

　　　　　M1sca葺thion　sinensis　Suz．一Tok．6tAbe1959

　　　　　　　Arundinario　ch量no－Miscanthetum　slnensis　Miyawak玉etltow
　　　　　　　　　1974

　　　　　　　1加少θプα如（y勿み∫6αvar．ん08πゼgゼガーGesellschaft

　　　　CaricetaHa　nervatae　Suganuma1966

　　　　　Zoysion　japon玉cae　Suz．一Tok．etAbe1959

　　　　　　　Z∂ツ3ゴαブゆ・π加一Gesellschaft

Noch　nicht　bestimmte　Klasse，　Ord．　u．　Verb．

　　　　　　　五∫9配5’耀珊。ゐ戯5〃bZ勉”τ㌦AZア2π5ブ＠o痂6α一Gesellschaft

　　NOCh　niCht　beStimmte　KlaSSe

　　　　Quercetaha　serrato－grosseserratae　MiyawakietaL　1971

　　　　　Carpinio－Quersion　serratae　Mlyawakietal．1971

　　　　　　　Quercetum　acut圭ssimo－serratae　M圭yawak玉1967

　　　　　　　Cα々〉勿彿5訟50加π05んだ一Qπθππ55θププα如一Gesellschaft

　　　　　Noch　nicht　bestimmte　Verb．

　　　　　　　Z4ん。ηα∫θrπz’α一、4〆）んαηαη渉1乞8α功8プα一Gesellschaft

　　Came11玉etea　lapon玉cae　MiyawakietOhba1963

　　　　Camellietalia　japonicae　OdaetSumata1966

　　　　　Ardisio－Casta捻opsion　Miyawakieta1．1971

　　　　　　　Ardisio－Castanopsietum　siebolδii　Suz．一Tok1952

　　　　　　　Quercetum　myrs量naefoliae　MiyawakietOhba1965

　　　　Auf　Grundδieser　Pfla無zengesellschafte且1st　die　Karte　der　realen　Vegetation　auf　der

topographischen　Grundlage　im　Ma8stab　1：20000　gezeichnet　worden．　Gleichzeltig　wurde

eine　Karもe　der　heutlgen　potentiellen　nat廿rlichen　Vegetat三〇n圭m　gleichen　MaBstab　aus　deR

Restbest琶nden，　der　na繊rlichen　oder　naturnahen　Vegation　aus　den　Ersatzgesellschaften，　aus

Einze1－B撫me簸der　Gesellschaften，　sowie　aus　der　topographischen　Lage，　aus　den　Bodenpro－

file塗，　den　Bode豆一Nu毛zungs－und　Wirtschaftsforme葺im　Ge1まnde　abgeleitet

　　　　Nach　der　Karte　der　realen　Vegetation　ist　als　bedeutendste　na臓rliche　Vegetatio捻der

immergrUneLaubwalddesArd三s圭。－Castanopsietumsieb◎1di三nochvαhaltn三s一
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m琶Bigweitverbreitet．AlnbestenistdasArdis玉。－Castanopsietum　s圭1boldiii取
der　Umgebuロg　der　SchloB－Ruine　Sakura　und　auf　dem　ruckwまrtigen　Hang　der　Siedlungen　bei

王圭zukaerhaltengeblieben．Das　Quercetum　myrsinaefoliae　istaufderHochflache

heute丑ur　noch　sehr　we難三g　erhalteP，　d三e　meisten　vorha難denen　Bes伽de　sind　als　Hofw謹1der

entwickelt．　Auf　den　Abh互ngen　wachsen　gUrtelartig　als　Sekuad琶re　W琶1der　das　Q　u　e　r　c　e－

tumacutissimo－serratae，unddieCαゆ勿祝5診50ん。η05読一Q粥ππ∬εr7・α渉α一Gesellschaft．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　ForstellvonP勿π54e7z∫解。プαundI）カz㍑5彦hz〃z687gπsowie　Acker　mit　der　Pinellia

temata－Euphorbiapseudochamaesyce－AssoziationnehmendiegroBten
Teile　des　S亡adtsgebie亡es　von　Sakura　e三n．　Alte　Siedlu鍛den　werdell　mit　Hofw銭ldem，　meistens

Quercetum　myrsiRaefoliae　und　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii
odef　durch　mit　den　Hauptarte無dieser　Gesellschaften　umsaumt．　Im　West－Teil　der　S七adt，

woロeue　H装user　und　neue　Baustelle　sich　hまufen，　wird　vor　alle鵬　das　Verkehrnetz　von

vegetationslosen－Fl註che　begleitet．

　　　　Nach　der　Karte　der　potentiellen　nat廿rlichen　Vegetation　werde且die　meisten　Telle　der

Hochfl琶che，　die　auf　vulkaaischer　Asche（Kanto－Lehm）1iegt，　vom　Q　u　e　r　c　e　t　u　m　m　y　s三nae－

foliaeals　potentielle　nat廿rliche　Vegetatio皿eingenommen。　Die　oberen　Teile　der　Hange

und盗hnliche　Standorte，　wo　die　Bedeckung　mit　Kanto－Lehm　nur　d並nn　ist　und　die　darunter

liegenden　Sa且d－und　Kiesschichten　zu　Tage　treten，　werden　voln　Ardisio－Castanop－

sietum　s　i　e　b　o　i　d　i　i　eingenommen．　A続f　den　tief　iiege無den　feuchten　Standgrten　sind　die

ゐ∫g乙‘5‘2・z伽灘5〃b♂ゴ脚π一A厩麗∫ゴ＠oη∫6α一Gesellschaft　und　d圭e　5αあ：τ5π励㎏漉5－Gesellschaft　wie

aus　die　potentielle　nat慧rliche　Vegetation，　ihren　Rest－Best註nden　hervorgeht．　An　den　Ufem

des　Inba－Sees　komnen　als（reale）nat廿rliche　Vegetation　verschiedene　Wasserpfla盈ze纂gesell－

schafte捻wie　das　Car三cetum　dispatae，　die　Pんア・αgフπ漉5ω捌7zz‘痂∫一Gesellschaft，das

Scirpofluviatilis・Zlganietum　latifoliae，　die　7そy助ααηgz‘ε雄α一Gesellschaft

zo捻e且artig　a且geordnet　vor．　Im　See　selbst　wachse且die　T　r　a　p　a且atans－Nymphoi（玉es

indica－Ass。，！短oZZαブ＠oπ∫oα一Bes瓢nde　und　aadere　Unterwasserpflanzen－Gesellschaften．

　　　　Nach　der　aus　den　Karten　der　realen　und　der　potentiellen　rlat慧rlichen　Vegetation　ab・

geleiteten　Klarte　des　Na磁rlichkeitsgrades（1－V）geh6ren　die　me三sten　Flachen　der　Stadt

Sakura　zu　den　Graden　III　und　IV，　d，h．　zu　mittlerer　bis　hoher　Nat慧rlichkeit．　Im　W・Telle

der　Stadt　sucht　jedoch　in　dem　MaBe　wie　neue　Siedlungen　und　Verkehranlagen　gebaut

werden，　der　NatUr1玉chkeitsgrad　auff琶11ig　und　gef甑rlich　al）．

　　　　Auf　G職nd　unserer　vegetatio益skundlichen　Untersuchung　und　def　Karten　der　realen

und　potentiellen　Rat世1ichen　Vegetat量on　sowie　der　Na繊rlichkeitsgrades　wurden　um　die

Erhaltung　und　die　Neuschaffung　die　na臓rlichen　und　einer取atumahen　Umwelt　und　da面t

in　Zukl甑ft　die　gesunde　Entwicklung　der　Stadt　Sakura　durch　ausreichen　des　lebendiges　Gr甑

加　sichem　konkrete　Vorschlage　gemacht．　Basonders　wurden　zur　Begru雛dung葺euer

Umwelt－Schutzw註lder　in　der　Stadt　nach　vegetationsku血dlichen　Erkennt且issen　grundlegende

Vorschl銭ge　vorgelegt。　Die　f鼓r　die　Umweltschutz－Pflanzungen　geeigneten　Pflanzen－Arten

sind　f廿r　jedes　Gebiete簸der　potent玉ellen　na臓rlichen　Vegetation　aus　deren　VegetationstypeR

ausgew装hlt　worden．　Gleichzeitig　wurden　Vorschlage　f廿r　die　Pflanzwe玉se　gemacht，
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